
No.144 

Information 

講 演

2010年 6月25日(金)・第162回談話サロン(東京・ホテルアジュール竹芝)

講師・演題

板生清:人間情報学の提唱
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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びとれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3 )国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4)上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。

2000年7月19日理事会

aち

局ち



第 162回談話サロ ン(会員選考委員会企画 第 2回)

板生清 (いたおきよ し)

人間情報学の提唱
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東京大学工学部粕範:機械工学科卒業
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ファイル記憶研究室長

NTI而l理事 ・記憶装置研究部長

NTI前11型車 ・研究企画部長

中央大学理工学部精密機械工学科教授

東京大学大学院工学系研究科教授

東京大学大学院が「領域自11成科学研究科教授

東京理科大学専門職大学院研究科長/教授

東京大学名谷教授

(http://www.npowin.org/itao/j/profile.htmlより抜1半)

***********会合********************************************会*安******************************

2010年 5月に日本工学アカデミ ーの会員になられた板生清氏を講師に招いて、標題の談話サロ

ンが開催された。板生清氏は NTT研究所の要l臓を経て、中央大学教授、東京大学教授を歴任後、

現在は東京理科大学総合科学技術経営研究科教授の傍ら、NPO法人ウェアラブル球民情報ネット

推進機桝 (WIN、板生理事長)を拠点に多彩な活動を展開している。本談話サロンでは、NTTII寺

代から氏が唱えている 「ネイチャーイ ンタフェイスJの概念に基づく これまでの研究開発や社学

連併の活動を背景に、新たに提唱する「人間情報学Jについての講演があった。司会は石原直会

員選考委員が務めた。

******会会***********安安**********************安***安*安安*士会安安女、k安**安安女*******ョ台、~*********安*****安*
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講演要旨

1 .ウェアラブル環境情報ネット推進機構 (WIN)の活動

板生清氏は、東京大学教授であった 2000年 8月に研究開発型NPOの第 1号として特定非営

利活動法人 (NPO)ウェアラブル環境情報ネット推進機構 (WIN)を設立した。板生氏は当時、

ICT (Information Communication Technology)は固定電話時代からモパイル時代に進み、い

よいよ、多彩なセンサが万物の情報を吸い上げてネットワーク化していくセンサネットワーク

の時代に入ると考えた。この様な時代背景の下に WINはサービス科学を推進し、技術を社会

実装することを活動目標とした。具体的には、後述のネイチャーインタフェイスの概念に基づ

く研究開発活動を通して大学と一般社会をつなぎ、大学の「知Jを社会に役立てていこうとい

う「社学連携Jを活動の中心に据えている。この指針の下に、社学連携や産学連携の研究開発

プロジェクトの推進、情報技術を中心とする先端技術の啓蒙を目的とする定例講演会の開催、

および機関誌である「ネイチャーインタフェイスj誌の発行、環境問題に貢献する学会のイン へ
キュベート(すでに「環境プランニング学会」が離陸)、など多彩な活動を展開している。

2.人間情報学の提唱

この様な WINの活動の中からこの度、人間が発信する多彩な情報を検出・蓄積し、そのデ

ータベースを活用して人々の健康や安心・安全に貢献できる学際領域として、「人間情報学」を

提唱するに至った。現時点ですでに人間情報学会を設立している。「人間情報学」は、人聞が発

するあらゆる情報をセンシングし、多面的に解明し、人間にフィードパックすることで人聞社

会の向上と人類の幸福に貢献することを目標とする。「生体情報J、「社会・経済情報」、「医学・

健康情報J、「生活・創造情報」など極めて幅広い情報システム分野から構成される学際的研究

領域である。例えば生体情報の解明とその活用を具現化する実例として、 WINで開発した小型

軽量でウェアラブルな生体センサを用いて心拍や体の動きをセンシングし、その情報から人間

の体の状態を解析するシステムを開発している(実演付きで紹介入これらのシステムは、人聞

が発信する生体情報をセンサ技術を駆使して計測し、得られたデータの解析結果を人間にフィ

ードパックすることによって個人の健康状態や快適度の向上を実現しようとする試みである。

人間情報システムの一般的な構成は図 8(10ページ)の様に表される。

3.ネイチャーインタフェイスの概念から出発して

これらの多彩な活動は板生氏が NTT電気通信研究所に在籍していた時代に提唱した「ネイチ

ャーインタフェイスJの概念を出発点にしている。氏は、もともと自然と共存してきた人聞が、

科学技術の創造と進歩によって生み出してきた人工物と自然界との境界面をネイチャーインタ

フェイスと名付けた。ネイチャーインタフェイスを備隊的にとらえた概念を図 9(11ページ)

に示す。この人工物と自然界のインタフェイスの中央には人聞が存在している。「万物は情報を

発信するj ことから現代社会は、自然情報、人工物情報、および人間情報が「ネイチャーイン

タフェイスJを介して重なり合う巨大な情報システムであるととらえ、これを研究対象にしよ

へ



~ 

F 

うと考えた学術分野がここで提唱する人間情報学である。

4.人間情報学による社会のイノベーション

すでに人間情報学は多様な展開をスタートしている。もともとは無汗症の子供のために依頼

されて WINで開発したペルチエ冷暖房デ、パイスは、人間情報システムに組み込まれた空調服

に応用することで、社会の様々なシーンで環境改善に利用される可能性を秘めている。また、

人間の発する情報(パイタルサイン)を常時検出して蓄積する「ヒューマンレコーダJ(開発済

み)を用いて、人々の健康状態の遠隔管理、遠隔医療、在宅健康管理などのシステム構築の試

みが進んでいる。これらから分かるように人間情報学は、センシング・蓄積した個人の人間情

報を分析・処理することにより人間の集合体である社会の状況を把握し、これを基に社会に様々

な提言をすることでより良い社会の構築に向けた社会イノベーションに貢献していけるものと

考えられる。

質疑応答

質問:生体情報センシングは安心・安全社会の構築に役立つと思うが?

回答:もちろん、最も大きな研究成果の出口のーっと考えている。

質問:におい情報の検知はできるようになるでしょうか?

回答:においの検知の研究は活発に行われており、それらの成果を生体情報センシングに取り入

れてどんどん良いモノにしていきたい。

質問:アメリカではこの様な人間情報のセンシング技術が盛んに開発されていると聞く。この分

野のグローパル展開についてご意見をお聞かせください。

回答:ご紹介した小型ウェアラブルセンサについては既に欧州の国々から引き合いが来ている。

積極的にグローパル展開を図っていきたい。

質問:ウェアラブルセンサでの検知情報を健康診断に利用することができると思うが、確かさの

保証はどの様に考えますか?

回答:プロジェクトにはすで、にお医者さんにも加わってもらって検討を進めており、これから学

会活動として議論を活発化することで確かさはどんどん上がっていくと思う。

以上

(文責:石原直)
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平成22年6月25日

日本工学アカデミー第162回蹴話サロン

人間情報学の提唱

東京理科大学総合科学接術経営研究科教但
特定非営利活動法人ウェアラブル環漉情報ネット推進極構理事長

板生清
NPO法人WIN http://www.nPQwin.σg/j/ 

WINヒューマン・レコーダー{抹lhttp://www.winhr.co.Ip/ 
人間情報学会 http://www.ahi.gr.ip/

1.活動紹介

2.人間情報学の背景

3.人間情報システムの位置づけ

4.生体情報システム解明の手段と現状

5.ネイチャーインタフェイスの概怠から出発して

6.さらなる展開

7.人間情報学による社会イノベーション

WlNグループの活動

3 

局ち

局当
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1 .人間情報学の背景(1) 

-人聞が発信するあらゆる情報

.学際的研究領域

・情報を多面的に解明すること

.小型軽量ウェアラブル機器

・個人の健康状態や快適度を可視化

.社会科学・人文科学系の研究分野

・人聞が発信するさまざまな情報を融合

.センサ技術を適用

・生体情報システム等の標準化

・生体情報のデータベースを構築

• I~\身状態をアドパイスできる専門家の育成

2.人間情報学の背景(2)
寺田寅彦『質群として見定動物群~ (1 933) 

人間の社会は分子の集まりと同じように扱うことが可能
なのである。すなわちミクロの動きを正確に把握するよ
りも、マクロを統計的に把握してこそ、人聞社会を把握
することができる

社会学者 P e t e r L. B e r 'g e 

社会事象を説明するには、それぞれの社会に所属す
る人間の認識を考慮すべきであり、統計的手法に基づく
定量分析のみでなく、社会を構成する個々人の発信する
きめ細かい情報に基づいた定性分析が必要である

Coll in F Camerer 

人間の行動を規定するちのは、単に合理的な判断のみで
なく、 1人ひとりに働いているある種の感性に基づくこ
とが多い → 神経経済学

2.人間情報学の背景(3)

文部科学省のプレス発表資料

科学技術・学術審議会研究計画・評価分
科会安全・安I~\科学技術委員会(主査板生
清〉においては、平成19年4月より、国民
が「安I~\J して生活できる社会を構築するため
に必要な科学技術(安全・安I~\科学技術)につ
いて討論を行い、国民の f安全J と「安I~\J を確
保するために、取り組むべき研究開発課題を
抽出しましだ。

本討論のまとめにおいては、特に「安I~\J の
確保に主眼を置き、このだめには、

EAJ Information No.144/ 2010年10月 5
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①行動学的、 I~\理学的知見ち活用しつつ、人間
行動や人聞を取り巻く社会環境を把握すること

②現象の把握を行った上で社会現象の予測・評
価を行うこと

③技術のシステム化にあたっては、社会システ
ムとの整合性にも留意し、リスクコミュ二ケー
ションや教育手段の開発もあわせて行うこと

④①~③を通じて、人文・社会科学等多様な分
野の知見を動員するとともに、ユーザーの視点
を取り入れ、地域や環境による差を考慮するこ
とが必要である

、宮公庁等) 7ィード
/1.，'1 

図1 ~全安Il!.I科学妓術のイメージ 出典:文部制字省フレス発表資料平成19年7月25日

2010lf.6月 情緒盟理学会民r!電報処理JVOし51NO.6 

2.人間情報学の背景(4)

-個々人の本質を理解するうえでセンサの
ような工学的手段を動員

-人間集合体として見た、社会全体の本質
の理解へと発展

-医学、理学、保健、工学、情報、経済、

山理等、広い分野にわたる研究者



3.人間情報システムの位置づけ

人間情報、人工物情報、自然情報(図2)

人間という生体群が中核(図3)

社会・経済、医療・健康、環境・農業、生活・創造な
どの情報を生み出している
個々の生体(図4)

頭脳を中山として、 I~\臓などの臓器群および神経系、
循環系などのソフト・ハードなどで構築されている
生体が発信した情報は群となって人聞社会ヘ
人工物界や自然界へ作用
他方、自然界および人工物界が発信する情報は、人聞
社会へ、さらには生体群、個々の生体へと作用
情報の作用・反作用現象を扱うちの

人間情報

システム

図2 トータル情報システム

2010年6月 f書館阻l!~会長fl;;13処l呈JVOL.51 No.6 

環境

農業

生活 録 医療
創造 健康

社会

経済

図3 人間情報システム

2010年6月情IH!l理学~Uf情時2!l!聖JVOL.51 No.6 

11 

12 
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図4 生体情報システム

2010年6月 情報処理学会信f情級処I!l'JVOL.51NO.6 

図5 人間情報学の備鍛図

2010年6月 情緒阻浬字会民『情絡処埋JVOL.51NO.6 

人間情報学の{府服図

[生体情報システム領域1

.センシングー状態計測
-プロセッシンク.一状態分析、情報処理、推定

・アクチュ工ーションー起動、指令、 ?ラーム、表示

【社会・ 経済情報システム領域〕

-社会I~'理学、神経経済学、社会情報学
・人間環境学、環境生態学
・安全人間工学、ウェアラブル機器開発

(eテキスタイル)など

13 

14 



[医学・健康情報システム領域]

・予防医療、健康医療 (禁煙、ヘルスケア、健康科学〉
・高度な医療(遠隔医療〉
-認知科学、発達，~\I'里、生体構造学
・老年学〈ジ工口ントロジー〉など

〔生活 ・創造情報システム領鼠〕

-ワークライフバランス (テレワーク、eラーニング)
・ライフログ
CEHR、PHR、センサネットワーク、ユピキタス〉
・コミュ二ケーション
(言語学、ノンパーパルコミュ二ケーション〉
・ひらめき、感性(脳科学、教育工学〉など

4.生体情報システム解明の手段と現状

-体や，~\の状態を教えてくれるツール
. 3軸加速度センサと，~\電計と無線通信デバイス

1 1グラムの生体センサを開発
パイタル情報を可視化

・生活パターン解析ソフトによる解析結果
.睡眠時の精神状態ち判別可能
・生体情報をセンシング
・子供が楽しんで宿題をやっているのか

「うつ病」に苅する予知
-動物や植物などの生き物にも応用
.ペットの健康状態
・烏インフルエンザなどの予知
.自律神経系の状態を把握

図6 ~主体センサ

，1.，1苓.，~噛

....官忌 引哨

.PS・"7 a，~錫

.I!!凶ョ 1.'~S; 

λFλ曾H沼 崎

，tf"JI戸時舗 ，~ 

-殴・".，;~亥t'唱E検

.跨~<，2~

苓"M祖 "1即時分

図7 生活パターン解析ソフトによる表示
18 

2010年6月 情報処埋学会民r!宵棺処理JVOL.51NO.6 

EA] Information No， 144/2010 i~ l O 月 9



10 

センシング

{例えば)

脳波センサ

心抱センサ

加速度センザ

体温センサ

呼吸センサ

脈波センサ

プロセッシング

{例え1幻

身体の.本リズム

自律紳ft状態

運動状況

深部体温

血圧

鐙眠状態

図8 快適ウエアラフルシステムの偶成

{例えI;t)

安全管理

音声ガイダンス

嵐官E掲示・銀動

冷暖房

光

2010年6月情絡y.!l理学会民I情緒処理JVOl.51No.6 
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5.ネイチャーインタフェイスの概怠から出発して(1) 

『ネイチャーインタフェイスの世界』の概怠

人工物

超高層ビル群、地下鉄

二酸化炭素、フロンガス

二酸化炭素増加による地球温暖化

フロンガスによるオゾン層の破壊

田畑の消滅

人間もこれらの人工物に制覇されてしまう

省エネ、エコロジ一、温暖化防止といった環境問題

5.ネイチャーインタフェイスの概怠から出発して(2)

地球と人閤と人工物の関係

苅立の僑図

人間が緩衝体

マイクロ情報センサを用いて自然の情報をとらえ、自然の反応を監視し、
それに応じて人工物の挙動を制御

人工物ち自然の中に採り入れられ、 地球と人間と人工物がひとつの調和の
とれた笠態系をfM築
人間-人工物・地球が発信する情報がシームレスに流通する世界

実現に欠かせないのはウェアラブルコンピコータ

小さなセンサで常時センシンクし、データを解析し、 現在、人間-自然-人
工物がどのような状態にあり、どのような対策を打てば調和できるのかを
人聞が判断することができる

センサネットワークの概怠図



-

-Artlfacts 
トiemisphare

図9 地E理と人間と人工物

22 
2010年6月伺柑!l!¥理学会民『情給処i聖JVOL51No.6 

情報通信システム

図10 第3世代ネットワーク
23 

2010年6月 情I~処理学会初「情柑処i型JVOL51 No.6 

図11 センサネッ トワークの世界
24 

2010年6月 情組処理学会民「情報処理JVOL51No.6 
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6.さらなる展開

個人個人の本質を理解

社会全体の本質の理解にまで発展させる

発信する言語だけでなく易体情報

人間の集合としての社会に及ぼす、個々の人
間の発信する情報を集積

社会としての情報を形成していく

フィードパックの繰り返し

人間と社会、人間と人工物、人間と地球のコ
ミュ二ケーションが深化

モパイル通信からセンサ通信ヘ

モバイル通信 | センサ通信

自陣帯型圃圃崎炉義理署型圃圃吻酔 埋め込み裂
{Portable) ----..- (Wearab恰)-----.- (Built-in) ~ 家形態

像作

入力 償号

対象

人聞が介在 | 人聞が介在せず (自動) I 
デイジ9ル主体 | アナログ主体 | 

人間
{インヲフェイス筏街) (Human Interfa田}

像作 手段 | キーボー ド主体

cpω役割 | 肌理出力

ネットワーク鰍| 無線

II!帯電t苦・ PHS・ページャ
KEY怖心RO I 

| PDA、ノ ートPC

センサ端末

l人間動物自然人工物
(N副U陪 Inler抱担}

l センサ主体 ! 
j ~変換開処理後

ディジヲル信号送信

j 無線、または有線

Pervasive，Ubiquitous 

26 

(ネイチャーインタフェイサ)

E互E
生態観察φ 健康E吉断

故障診断

巨三三2日

器本筏術腕時計型のI'C，I'HS.OI'S.生体センサι 自動発電機 27 



ナノテヲノロジー

のろし

巨盃亘 l巨三:1-91'11)')(51'[!亘E、18m1 

技術の富士山 28 

伝主誼{つr."Pラフルコンビコー9と1<1向。JINHK出1..1より

7.人間情報学による社会イノベーション

ユーザの休jE，空翻温度のデー習を，ネットワーク上のサーバーで収集し 解析す
ることにより，ユーザの状況を常時モニタし.必要に応じて賢く支媛する

空間服を錨末とするネットワークサービス

ペルチェ冷暖房デバイス利用シーン例

①夏織の臆外作集

a a 
.作集...・ エ婦での労働場 。ーラーの効かない室

内での家事等

@各場の.外作. ⑤特Jlll繍下での労働 ⑥一般利用

守胃 i也 、 ~.宮、v玉廻「

MdJh d極極界通
、細仁'1 、.~ /6\~\、
ι一目 明。

.作家、警備司事 敏助活動、冷Z車環境での作.. オフィスでの串l用等

29 

30 
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ペルチエ冷暖房デバイス2タイプの仕犠

富島飯 .11用

吸傑量 20W程度 吸F書量 50-S0W程度

冷却場所 u 冷却場所 首と淘

使用電窓 リチウム電地パッヲ72V4400 使間1;13 AC7'/プヲ-12V5A(60W)?
mAh ラスを使用1...1;1>>プラゲを引き彼

〈とリチウム電池に切り也わる.

使用時間 約4時間 使用時間 電池のみで1時間程度

ヲジエーヲー 60mm角ファンを使用した小型経
量ヲイプ

フジエ-11ー SO-120cm角ファンを使間した
中型強力ヲイプ

ペルチェ冷暖房デバイスの冷却部位

32 

ヒューマンレコーダ開発による健康増進の取り組み

フライトレコーダは飛行機に必ず装備することが毅務づけられている (航空法第61条)
また大きな鉛にはボイジレコーダが緩務づけられている (海上船舶安全法)。

最近、自動車でもドライブレコーダの普及に向けた取り組みが安全対策 ・自己分析調査
の両面から盛んである。

さて、それでは人間にもそのようなパイタルデータの記録装置が必要になるはずである。

最近のマイクロデバイスの技術進歩からみて、ウェアラブルなレコーダが実現できるはず
である。

私はこれを「ヒューマンレコーダ」と名付けてみた。

ヒューマンレコーダは、 24時 ~. 365臼絶え間怠く人間が生体として発する情報(パイタ
ルサイン)を様出し、記録すbウェアラブルな装置と定毅する。

心電E十や体温計や加速度計などをチップ化したセンサから燐帯電話へと微弱無線で送
信し、 機動のメモリに一旦?引責して、さらにはパソコンに転送して生体データを諮積するシ
ス子ムである，

このような装置を実現するためにWINでは、平成19年にパイタルケアネットプロジェクト、
平成20年にはストレスマネージメントプロジェクト、平成21年にはビューティーケアプロ
ジェクトを新発足させた。 33 



IEEE Sensors 2008講演発表した

ヒューマンレコーダのコンセブト

Sensor 

|回目困回|
~刷れ 1 MemOfy 1 

~附ss T悶nsmitter 11 Micro E明

|Data PrDC悶ng，D酬

出典:il:lO・lIulII削 ntcurd('rSy:slelll Oc¥'clopmrnt for Senslng Ihc Autonomlc Ncn'ous Syslctn 34 

Pr町附lingof IEEE SENSOI{S 2008 Con(ercncc 1.42叫 ・2581・51081520.00む200811:1:1:
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-心拍周期の時間変化をグラフ化する.
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0

0
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M
F

心
伯
周
期
静{
 

-心摘周期の揺らぎを周波敵解析する.
時間【骨}

L H 

L… 交感神経活動を反映
H… 副交感神経活動を反映

LlH…大:交感神経の活動が優位
小 :副交感神経の活動が優肝

2tμ去224Z暁

自律神経系評価は循環器学で良〈知られる評価法を採用した。 36
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遠隔在宅診療への応用
一「在支~J プロトタイプ実験のシステム総成ー

37 

応用分野

境計測 も習支媛 間労メタボM 統合ニ高機能住宅、ヘu U Û/~~ンチエ-:/'/'f
革本銭術は閉じ、技術を生かし様々なヱーズへ

例えIt、
・情報管理
・インターネット環筑対応
・他生体情報との統計解析
.顧客との連機の仕組み

モニヲリングはml童、センサを装着するだけの非侵銭検査であり、
日常生活における線々な自律神経活動状態を計測することができる。
例えば、加速度センサからは停位、座位など行動系のモニ空 リングも可能。このように心電
のみならず他計調[J可能なパイ9ルサインも活用し、犠々なニーズへの展開が期待できる。 38

HRS Business Chart 

Appllcar/on 
Caregory 

39 



WINヒューマン-レコーダー株式会社の活動
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地方における医師不足略が抱踊されている状況を踏まえ、地拘置僅債の充実に資する遭縞医銀銭前}の活用

方法ιその娘道方簸について検討するため.総務大臣且ぴ厚生労働大臣の共同懇陵会を開催(平成20
年3月).

遺隅隔医療の推進方策に関する懇醸会(概要〉

主主主鍾組重墨
付}地培医療が抱える課題と地峨のニーズ

(2)録鱒解決に資する違棚I!!IIモデルの肉容

(3)遺踊医寝モデルの権進に向けた"IR
{叫 20年度実陸プロジェヲトの実施同容

立血盤u
平1i!t20年3月に)111回会合を開催.)115回会合において、中間とりまとめ.

等

C割賢官・. "・山."・
奪回 ・検 .....，m. 
*J. iE. .嶋""'鴎・ヨ民司It.trlil~>>.fl
際..，‘ ・...m.!UIH舗!UlSIl俵lIa
ff..~ a:州ヨミ司，....，...司'Jloetuta・~II

s" "・，.・111_"穴穆*a'lI蘭墓.tン，-，‘fQ::t.. u円コ重品ニケ骨'AOν，''"'・n代・.. ・a総集

.." .ひろ いいc"守岨'/酒シ代.. 
・・ニa・ ・・・・・~.a81t・司NJ像機 【才ヲザーパ-)

掴陵会構成員・Hn+膏掴.世車8・!)
畿..之.'"・tllt*ti.IJ.lt.tI院11.
肉@健夫 包四泊λ0*....僅...
調，..・it: ;t;:uu興院'ntAli宅鑑..シス..~・R・・~.

火山'"・s ...x.大...・f食・・"".‘ut.a・.11
.，事実a・ 81tllu"・・・il..~t:シ，ー亀....司，.門像"

女 軒闘 ..."耕輔附開制帽'..1
州島・-11 ω・11.1・4円二フク儀袋
"・ A~ "'..:ゅ・U r;:.fII・"・a...鈴 鹿寝食41!tt4X..・

総務省 i衷隅医療のi庄選方策に関する恕E覧会資料

回岩手県遺野市におけるコミュニティ型遠隔医療

型営手極通野市におけるコミュニティ盤温嗣E・
IISW/思'防省『遺繍箆働司自陣金":"'1¥-..1

世民が圏ー回‘絶句鹿町続会所にa民族りわ111>いあ
いと'*組成.血圧'.どを刻定.デー剖a自動的に自治
体田敏摩ザーパに逸られ毛ニターされる.必曹に応ι
て醒111も行ラ.在東京由思門臣や2メディカルと予レピ
電話でデータ苦鋳有し与がb健康岨踊をす晶.

地婦の宜斑が盛んにfjリ‘みなが眠い合って散歩を
し.!foltl十白書聖字をゲーム聾寛で蝕い古うはどし.地
峨活動が嘩んになるにとも担って倹董磁舗が繍漢に
a・している.

総務省遣問医僚の!(E進巧策に関する惣総会資料
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区

f地域的醇聞3克服に向けた臼志向買融

血圧計.1本総繍計'.ど1111質問週1!ンサー白うち過由樋胞があ晶もの1;現在.世界市噛シェアのほぼ1∞軸在日

本企象的製品百占めている.通慣手順fj.1!に関する園鰻栂織が構罰されつつ"る.l!il曜におけるrll!l意的思
阻』解決由r需け'IJとして.日本町睡蝿的世衡のひとつ.

Illt副Itンザー
随.に処・で~.制嶋岡.ölOll. l・・加 illl."'，ULU測定~.実11ft
胞 14!!""O"!lI倣・をそZユヲーする.ぞれによヲてスbレス慮。唖砲の
貸与どが分かる.....鈴曾の..q:l)fJどに..鈎.an:..t隆司FllilJl粛の
館総省の渇織筒復毛ヂル..にて禽Il'l>.このセンヲ -~I民・"でに量11
される予定.

総務省 還鴎医僚のi在進万策に関する恕E覧会資料
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総務省遺関医療のi芭途方策に関する懇E覧会資料
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図12 人悶情報学の展開
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